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　失敗という経験はときに役に立つという話。
　唐突だが、今年も長野県の野辺山で開催された“100km ウルトラマラソン”に出場した。かれこれ 10 年ほど
出場している。10 年もあればいろいろ思い出もある。初めて完走したときの感動とその後 1 週間続く筋肉痛。制
限時間に間に合わなかった絶望感。日が沈み、霧が立ち込み、周りが何も見えなくたった不安と孤独感。美しい
八ヶ岳周辺の景観とは裏腹に、精神と肉体を削るこの競技、ボロボロのその姿は決して美しいとはいえない。し
かし、完走したときの達成感は何ともいえず最高だ。
　今年で 7 度目の完走であったが、今回は経験値による成功が大きい。スポーツの世界ではよくある話で、良く
ない流れを打破するため無理をするが、思わくと異なり悪い方向に行ってしまう場合がある。走りにも似たとこ
ろがあり、通過タイムが悪いと無理にスピードを上げてカバーしようとするが、逆に身体が堅くなり、最悪リタ
イアにつながりやすい。ウルトラの場合、制限タイムは 14 時間と長丁場だ。目の前のタイムを気にして無理をす
ると後半のダメージが非常に大きくなる。例に漏れず自分もそれで失敗した経験がある。今年は 40km まで良い
タイムとはいえなかったが、焦らないように、できるだけ時計を見ないようにした。その代わりに八ヶ岳の雄大
な自然を見て感じ、健康的に走れることを素直に楽しんだ。競技自体は非常にハードだが、結果を気にしないこ
とで、スポーツ本来の楽しさを思い出し、最終的に好タイムでフィニッシュすることができた。これも過去の失
敗・経験があってこそだと思う。
　まだまだ先の話だが、この大会は 10 回完走すると大会側から“デカフォレスト”という称号が与えられ、大会
に名を刻むことができる。せっかくならばと、ひそかにデカフォレストを狙っている。
　あと 3 回……頑張れオイラ。 （とめぞう）
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